
１．はじめに

環境省の統計によれば、平成11年度に産業廃棄物とし

て処理された木材・木製品製造業由来の木屑は188万 tに

のぼり、木材工業から発生する木質残廃材の利用が進ん

でいないことが問題となっている。一方、我が国の製材

工場は年々減少を続け、平成12年にはピーク時の半数以

下の11,692工場となっているが、国内の年間木材総需要量

の約３割に相当する26,526千m3の素材が消費されており、

従業員数とともに依然木材工業の首位を占めている。そ

のため、製材工場において発生する木質残廃材の利用・

処理の実態を把握し問題点等を摘出することは、木材工

業における木質残廃材の利用促進を図る上で重要である

といえる。

これまでの報告では、製材工場において発生する木質

残廃材のうち樹皮を除く多くは、一般に工場内あるいは

他工業の原料として有効に活用され、焼・棄却される割

合は少ないとされている（農林水産技術会議事務局 ,

1984；日本住宅・木材技術センター, 1994；日本木材総合

情報センター, 1998）。しかし、最近では、木材チップ価格

の下落、処理料の高騰、焼却施設の規制等、製材工場を

とりまく木質残廃材の利用・処理に関連する動向は大き

く変化しており、現状を反映したデータが求められてい

る。本研究では、製材工場における木質残廃材の発生と

利用・処理の現状を正確に把握し、一層の利用促進を図

るための基礎資料を得ることを目的とする。

２．研究方法

地域別製材工場数に応じて調査対象工場数を設定し、

工場規模等に偏りが生じないように配慮しながら調査対

象工場の選定を行った。調査はアンケート方式で行い、

調査項目は、①樹種別の素材消費量及び製材生産量、②

木質残廃材の種類別発生量（見かけの体積）及び利用・

処理方法、③木質残廃材の利用・処理に関する今後の見

通しとした。アンケート票は、平成 13年８月に発送し、

平成12年中の実績について記入を依頼した。なお、木質

残廃材の種類は、これまでの報告を参考にして、樹皮、

背板、端材、べら板（修正挽き等によって発生する薄板）、

鋸屑、プレーナー屑、チップ屑とし、利用・処理方法は、

チップ、小物製材、オガライト・オガタン、燃料、家畜

敷料、堆肥・土壌改良材、キノコ培地、焼・棄却、その

他とした。

アンケートに回答のあった工場をおもな使用樹種によ

って分類し、木質残廃材の種類別の発生比率［木質残廃

材の見かけの発生量（m3）／素材消費量（m3）］を求め、木

質残廃材発生比率と素材消費量から、全国の製材工場に

おいて発生する木質残廃材の総量を推定した。また、木

質残廃材の種類別に利用・処理方法別数量を求めるとと

もに、木質残廃材の利用・処理方法に関する今後の見通

しに対する回答内容を分析し、木質残廃材の利用促進を

図る上での問題点等について検討した。
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Abstract
In this paper we discussed the amount of wood residue generated at sawmills and its utilization, in order to obtain the

fundamental data to utilize the wood residue effectively.  Based on the results of questionnaire to the sawmills in Japan,
the total amount of wood residue at sawmills was estimated to be 17.5 million m3 per year.  Major residues at a sawmill
were bark, slab, and sawdust.  Most of the slabs and sawdust were utilized mainly as materials for pulping and as
livestock bedding respectively.  Although the bark was mainly utilized as compost, its 13.8% was burned or thrown
away.
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製材工場における木質残廃材の発生と利用



３．結果及び考察

3.1 木質残廃材の発生量

407工場にアンケート票を発送し、187工場（全国の製

材工場数の1.6％、素材消費量の合計では9.2％）から回答

を得た。Table 1に、地域別及び製材工場規模別のアンケ

ート回答数を示す。Table 2に、アンケートの結果から求

めた木質残廃材発生比率を、平成12年の素材消費量とあ

わせて示す。国産材と比較して外国産材では樹皮の発生

比率が小さくなっていたが、これは、外国産材の方が丸

太径が比較的大きいことや輸送中の樹皮の剥落が多いこ

とが影響していると考えられる。

Table 2の値を用い、全国の製材工場から１年間に発生

する木質残廃材の総量を推定すると、樹皮3,740千m3、背

板 5,498千m3、端材 1,178千m3、べら板 240千m3、鋸屑

5,452千m3、プレーナー屑1,131千m3、チップ屑221千m3、

合計17,460千m3となり、発生量の多い樹皮、背板、鋸屑

の合計は全体の84.1％を占める。なお、南洋材製材工場か

らのアンケートの回答がなかったために本研究では求め

ることのできなかった南洋材の木質残廃材発生比率は、

平成９年度調査（日本木材総合情報センター，1998）の

値を用いた。
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注：南洋材のデータは本研究では求めることができなかった。�
Note : The data of  the Southeast Asian Timber could not obtain in this paper.

Table 1. アンケート回答数
Number of reply to the questionnaire.

Table 2. 木質残廃材の発生比率 Generation ratio of the wood residue.
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3.2 木質残廃材の利用・処理の実態

Table 3に、木質残廃材の利用・処理方法別数量を示す。

発生量の多い樹皮、背板、鋸屑のうち、背板はおもにチ

ップ原料として、鋸屑はおもに家畜敷料としてほぼ全量

が利用されていたが、樹皮は13.8％が焼・棄却処理されて

いた。焼・棄却処理されていた木質残廃材の総量は全体

の5.1％であったが、樹皮はそのうちの58.0％を占めてい

た。また、その他の利用方法として、端材、鋸屑、プレ

ーナー屑、チップ屑についてはボード原料、活性炭等の

回答があったが、樹皮についてはその利用方法が依然確

立されていないことが明らかとなった。

Fig. 1に、製材工場の規模別に、各木質残廃材について

焼・棄却処理を行っている工場の件数割合を示す。全体

的に、工場規模が小さくなるほど焼・棄却処理を行って

いる割合が高くなっていた。これは、工場規模が小さい

場合には発生する木質残廃材の絶対量も少なく、効率面

から焼・棄却処理をしてしまう工場が多いためと考えら

れる。Fig. 2に、製材工場の規模別に、木質残廃材の利

用・処理に関する今後の見通しについての回答結果を示

す。「現在の利用・処理方法を転換したいが別の方法がな

い」と回答した工場の割合と、「共同処理施設設置を希望

する」と回答した工場の割合は、工場規模が小さくなる

ほど高くなる傾向があった。これらの結果は、中小規模

工場では、規制基準を満たす焼却施設の設置や焼・棄却

処理以外の利用方法の開発等、焼却施設の規制に対する

個々の工場での対応が困難であることを示していると考

えられる。

以上のことから、今後、製材工場において発生する木

質残廃材の利用促進を図るためには、焼・棄却処理され

ている木質残廃材、特に樹皮の利用方法を確立するとと

もに、中小規模工場が多くを占めることから、共同処理

施設の設置等を検討する必要があると考えられる。
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Table 3. 木質残廃材の利用・処理方法別数量
Amount of the wood residue according to the usage.



４．おわりに

平成14年12月より焼却施設の規制が強化され、調査時

に木質残廃材の焼・棄却処理を行っていた工場の多くは、

現在木質残廃材処理に非常に苦慮している。製材工場か

らの要望が強かった共同処理施設の設置に関しては、各

地で建設あるいは計画が進んでおり、周辺環境への配慮

等立地条件に制約はあるものの、中小規模工場が多くを

占める製材業において木質残廃材の利用促進を図るため

には有効な方策の１つであると考えられる。その際、共

同処理施設の適正規模を試算する場合においても、本研

究の結果は有用な資料になると考える。
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Fig. 2.木質残廃材の利用に関する今後の見通しについての回答結果
Result of  the questionnaire about the future prospect for the utilization of  the wood residue.

回答内容　Content of  reply：
　 現在の利用・処理方法を転換したいが他の方法がない
　 Although we want to change the present usage, there is no alternative.
　 共同処理施設設置を希望する
　 We need a joint processing plant.
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Fig. 1. 製材工場規模別の木質残廃材焼・棄却割合�
Ratio of  the wood residue burned or thrown away according to the scale of  sawmill.
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